
介
護
保
険
料
値
上
げ
ス
ト
ッ
プ
！

来
年
４
月
か
ら

介
護
保
険
料
大
幅
値
上
げ
？

来
年
４
月
か
ら

介
護
保
険
料
大
幅
値
上
げ
？

来
年
４
月
か
ら

介
護
保
険
料
大
幅
値
上
げ
？

　
足
立
区
は
、
地
域
保
健
福
祉

推
進
協
議
会
・
専
門
部
会
に
来

年
４
月
か
ら
の
介
護
保
険
料
を
現

在
の
基
準
月
額
４
３
８
０
円
か
ら

１
・
３
倍
、
５
６
４
０
円
に
引
き

上
げ
る
「
暫
定
基
準
額
」
を
提

示
し
ま
し
た
。

　
あ
ま
り
に
も
大
幅
な
引
き
上
げ

に
委
員
か
ら
驚
き
と
反
対
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
は
、
国
の
公
費

負
担
を
増
や
し
、
足
立
区
の一般

財
源
を
振
り
む
け
れ
ば
４
３
８
０

円
の
ま
ま
値
上
せ
ず
に
で
き
る
具

体
的
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
議
会
は
全
会
派一致
で
、「
国

の
負
担
を
増
や
せ
」
の
意
見
書
を

可
決
し
ま
し
た
。

で
き
ま
す

「原発ゼロ」をめざし署名にとりくむ区議団（西新井駅東口）

　
足
立
区
議
会
は
大
震
災
と
原
発
事
故
か

ら
半
年
た
っ
た
９
月
２２
日
か
ら
１０
月
22
日
ま

で
第
三
回
定
例
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
は
放
射
能
測
定
と
除
染
、

防
災
、
原
発
か
ら
の
撤
退
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
転
換
な
ど
切
実
な
願
い
と
声
を
届

け
、
区
政
を
動
か
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

実
態
か
ら
出
発
し
た
地
域
防
災
計
画
づ
く
り

災
害
弱
者
対
策
の
抜
本
的
強
化
を

実
態
か
ら
出
発
し
た
地
域
防
災
計
画
づ
く
り

災
害
弱
者
対
策
の
抜
本
的
強
化
を

区
民
の
不
安
に
こ
た
え
た

放
射
線
量
測
定
と
除
染
を

区
民
の
不
安
に
こ
た
え
た

放
射
線
量
測
定
と
除
染
を

放
射
線
測
定
器
の
貸
出
制
度

放
射
線
測
定
器
の
貸
出
制
度

深
刻
さ
を
増
す
足
立
区
の
待
機
児

深
刻
さ
を
増
す
足
立
区
の
待
機
児

　日
本
共
産
党
区
議
団
は
７
月
に
大
島
よ
し

え
都
議
と
と
も
に
区
内
１
４
３
ヶ
所
の
放
射

線
量
を
独
自
に
測
定
。
毎
時
０
・
25
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
こ
え
た
22
ヶ
所
の
「
ミ
ニ

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」
の
詳
細
な
調
査
と
必
要

な
除
染
を
行
な
う
こ
と
な
ど
放
射
能
対

策
の
抜
本
的
拡
充
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　10
月
17
日
、
区
立
東
渕
江
小
学
校
で

毎
時
３
・
99
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
の

放
射
線
量
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
区
は
た
だ

ち
に
除
染
を
行
な
う
と
と
も
に
、
放
射
線
対

策
を
こ
れ
ま
で
の
「
面
」
か
ら
局
所
的
対
策

に
変
更
す
る
意
向
を
表
明
し
、
前
進
し
ま
し

た
。

　区
議
団
の
調
査
で
区
内
中
学
校
に
理
科
教

材
と
し
て
1
4
7
台
の
放
射
線
測
定
器
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　区
民
か
ら
は
「
貸
出
を

求
め
る
」
陳
情
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
「
貸
出
制
度
」

を
つ
く
り
住
民
と
と
も
に
除
染
対
策
を
進
め

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　震
度
６
対
応
で
津
波
や
液
状
化
、
放
射
能

汚
染
な
ど
の
想
定
が
な
い
足
立
区
の
地
域
防

災
計
画
は
、
国
や
都
待
ち
で
は
な
く
、
抜
本

的
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　日
本
共
産
党
は
、
か
つ
て
足
立
区
で
作
成

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
区
独
自
に
被
害

想
定
に
も
と
づ
く
震
度
７
を
想
定
し
た
防
災

計
画
を
つ
く
る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
災
害
弱

者
・
要
援
護
者
対
策
の
強
化
を
提
案
し
ま
し

た
。　区

は
、
液
状
化
対
策
を
計
画
に
盛
り
込
む

意
向
を
示
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
何
も
な

か
っ
た
全
壊
・
半
壊
家
屋
へ
の
補
修
、
建
設

に
対
す
る
補
助
制
度
の
創
設
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

　災
害
弱
者
対
策
で
は
避
難
所
の
数
を
増
や

し
、
備
蓄
品
を
整
備
す
る
な
ど
、
要
援
護
者

も
実
態
に
沿
っ
て
避
難
で
き
る
方
策
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

　認
可
保
育
園
増
設
は
切
実
で
緊
急

な
課
題
で
す
。
４
月
に
４
８
５
人
の

待
機
児
が
６
６
６
人
（
８
月
現
在
）

と
増
え
23
区
で
も
最
悪
で
す
。

　日
本
共
産
党
は
「
３
年
間
申
し
込

み
続
け
て
も
入
れ
な
い
」「
仕
事
を

変
え
ざ
る
を
得
な
く
、
収
入
が
減
っ

た
」「
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
も
保

育
園
に
入
れ
な
い
」
な
ど
区
民
の
声

を
示
し
保
護
者
の
気
持
ち
が
わ
か
ら

な
い
の
か
！
と
迫
り
ま
し
た
が
、
区

は
答
弁
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　区
は
「
子
ど
も
施
策
を
重
視
」
と

言
い
な
が
ら
、
認
可
保
育
園
を
作
る

こ
と
は
拒
否
し
つ
づ
け
、
待
機
児
童

数
は
増
大
。
保
護
者
の
不
安
や
負
担

も
増
大
さ
せ
、
よ
り
よ
い
保
育
環
境

を
め
ざ
す
ど
こ
ろ
か
、
保
育
の
規
制

緩
和
を
国
に
先
駆
け
て
進
め
て
い
ま

す
。

|
|
み
な
さ
ん
の
声
を
届
け
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
|
|

|
|
み
な
さ
ん
の
声
を
届
け
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
|
|

認
可
保
育
園
増
設

放
射
能
・
震
災
対
策

認
可
保
育
園
増
設

放
射
能
・
震
災
対
策

認
可
保
育
園
増
設

放
射
能
・
震
災
対
策

を
提
案
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大
島
よ
し
え
都
議
と
足

立
区
議
団
は
７
月
に
実
施

し
た
放
射
線
量
測
定
時
に

0
・
25
毎
時
マ
イ
ク
ロ
シ

ー
ベ
ル
ト
を
超
え
た
箇
所

に
つ
い
て
区
が
再
調
査
を

し
て
除
染
を
す
る
こ
と
を

求
め
て
き
ま
し
た
。10
月

24
日
に
千
住
旭
町
公
園
の

遊
具
周
辺
の
木
片
チ
ッ
プ

の
除
去
作
業
が
行
わ
れ
、

4
0
0
袋
に
及
ぶ
除
去
が

で
き
ま
し
た
。　

日
本
共
産
党
独
自
の
調
査
結
果
に
基
づ
き

千
住
旭
公
園（
太
郎
山
公
園
）の
除
去
が
実
現

介護保険料負担について原発について

消費税について

わからない
15.1％

増やすべき
1.5％

現状維持
10.2％

減らすべき
73.2％

その他
5.1％

妥当
12.3％

軽い
1.1％

重い
81.5％

400億円

600億円

800億円

1000億円

1200億円

2022年2021年2020年2019年2018年2017年

基本残高の推移

第11回区民アンケート第11回区民アンケート第11回区民アンケート
2283通の回答

10821064
1018

839

648

439

10821064
1018

839

648

439

大震災を経験し
心配なこと

増税に賛成

増税に反対

どちらともいえない

10.3%

61.6%

28.0%

放射能汚染全般 防災、震災対策
認可保育園増設
待機児対策1位

水や野菜などの
食品 高齢者福祉

子育てしにくい
社会の改善

2位

家屋の倒壊 医療 経済的負担の改善3位

区政で力を入れて
もらいたいこと

子ども施策に
必要なこと

住宅リフォーム　　国土交通省は「個人資産への公費投入の否定はもはや一般的
でない」との見解を示しています。日本共産党は裾野の広い経済波及効果のある建設
産業への支援は地域の経済を回し、税収安定にも貢献すると、住宅改良助成のリフォー
ム工事への適用を求めました。

LED普及　　　　　省エネと経済対策の一石二鳥となる公共施設の照明のLED化。
取り替え工事を区内業者に発注することを強く求めました。

公契約条例 　　　良質な公共工事の確保と労働条件の維持・改善。経営規模の
小さな事業所の多い足立区でこそ、公共部門からルールを守らせ、労働条件の向上の
ための規制と誘導が必要と質問。区は、最終的には法律での規制が必要と答え、条例
制定にも前向きな姿勢を示しました。

若者雇用  　　　　足立の新卒高校生
の求人数は昨年より17％も少なく、５年前
の約１／３。「区内の高校生が社会人として
のスタートラインに立てない」事態を防ぐ
など、若者の就職支援の強化を求め、「ひ
とりでも多くの高校生が社会人のスタート
が切れるよう努める」と約束させました。

身近な商店の閉店は「買い物難民」
を生み出しています。日本共産党は
区内全域の調査と空き店舗の活用や
移動販売が利用出来るように区が橋
渡しをすることを求めました。

住宅リフォーム住宅リフォーム
『仕事欲しい』の願いに応えて提案『仕事欲しい』の願いに応えて提案

　日
本
共
産
党
は
、
学
校
図
書
館
の
蔵
書
数
が
国
基
準
を
満
し
て
い
る
の
は

中
学
校
５
校
、
小
学
校
12
校
の
み
で
、
３
０
０
０
冊
以
上
不
足
し
て
い
る
学

校
が
多
く
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
補
正
予
算
な
ど
で
早
急
に
１
０
０
％
に

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
区
は
「
計
画
的
に
増
や
す
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
学
校
図
書
館
に
は
、
教
師
と
連
携
し
て
蔵
書
の
整
理
、
選
書
、
授

業
に
必
要
な
本
の
手
配
な
ど
専
任
の
司
書
（
図
書
支
援
員
）
配
置
は
欠
か
せ

な
い
こ
と
を
示
し
、
小
学
校
に

も
図
書
支
援
員
を
配
置
す
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

　区
民
の
生
活
が
悪
化
す
る
な

か
、
就
学
援
助
を
受
け
る
子
ど

も
も
増
え
、
今
年
度
40
・
3
％

と
上
昇
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
、
さ
ら
な
る
拡
充
を
求
め
ま

し
た
。

　育
英
資
金
の
貸
付
額
の
増
と

常
時
受
付
を
行
う
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

学
校
図
書
館
に
国
基
準
１
０
０
％
の
蔵
書
と

小
学
校
に
も
図
書
館
支
援
員
の
配
置
を

　区は保育園児がスムーズに小学校への移行ができるよ
うにとのふれこみで、年長児の午睡（お昼寝）を一律に
廃止し点検までして強制しました。
　「横になるのはだめ」「テーブルに顔を伏せるのもだめ」
「絵本の読み聞かせは眠くなるからだめ」とのやり方に、「疲
れて眠くなる子もいるのではないか」「一定の昼寝は成長
にも必要」などの声が上がり、日本共産党は議会で指摘
しました。
　区は「臨機応変にする」「点検はしない」と約束しました。

育
英
資
金
、就
学

援
助
の
拡
充
を

一律廃止で点検まで
保育園
お昼寝

木片チップを除去する太郎山公園

緊急策・除染を求める大島都議と区議団

小学校図書館に専任の図書支援員（司書）の
配置を求めて荒川区の小学校を訪問

日本大学歯学部・放射線防護学
　野口邦和さんを招いたシンポジ
ウム「原発・放射能　これまでと
これから」を開催（７月２９日）。会
場あふれる３００人の参加者

災害時＝要援護者
対策のマニュアル
を見直すために障
がい者施設を訪問

区
営・都
営・Ｕ
Ｒ
団
地
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

を
求
め
て
１
０
世
帯
に
設
置
し
た
住
宅
の
調
査 ２０１２年度予算要望書提出

（重点要望101項目を含め1358項目）

　今議会あいさつで近藤区長は足立区の財政は「極
めて憂慮する事態」「全く楽観できない」「ますますきび
しくなる」と厳しさをことさら強調しましたが、国が財
政の健全度を示す４つの指標（実質赤字比率、連結
実質赤字、実質公債費比率、将来負担比率）はど
れも「問題なし」です。それどころか22年度、１年
間だけでも積立金は41億円も増え、史上最高額にな
り全国でもトップクラスの健全度を示しました。

　日本人の死因の4番目が肺炎です。日本共産党は
高齢者の肺炎球菌ワクチンの接種支援について、３
年前から繰り返し要望してきました。これまでの後ろ
向きな答弁から初めて肺炎
球菌ワクチンの効果を認
め、国や他の自治体の動向
も踏まえて、費用負担のあ
り方について検討していく
と前向きな答弁をしました。

　口の健康は心臓病、糖尿病、肺炎、認知症などに
大きな影響があることが分かっており、歯周病建診

はその一環としても重要です。今
定例会では現在４０歳にだけ送付さ
れている受診票を50、60、70歳
の節目にも送付するなどの拡大を
提案しました。

財政力は全国トップクラス

肺炎球菌ワクチン接種支援前向き答弁肺炎球菌ワクチン接種支援前向き答弁

歯周病健診の拡大で万病予防を歯周病健診の拡大で万病予防を

きびしい区民のくらしよそに
ためこんだ基金は史上最高

1082億円足立区

　区
は
「
原
発
を
即
時
廃
止
す
る
こ
と
は
、
深
刻
な
電
力

不
足
を
引
き
起
こ
し
、
社
会
全
体
に
混
乱
を
招
く
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

　し
か
し
、
原
発
に
よ
る
電
力
供
給
は
全
体
の
２
割
で
あ

り
、
政
府
が
示
し
た
試
算
は
猛
暑
で
節
電
も
な
か
っ
た
昨

年
の
水
準
を
想
定
。
し
か
も
電
力
需
要
を
最
大
限
に
見
積

も
り
、
供
給
は
揚
水
、
太
陽
光
な
ど
の
自
家
発
電
を
過
小

に
見
積
も
っ
た
ご
ま
か
し

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
原
発
を
停
止
し
て
も

電
力
不
足
に
な
ら
ず
、
電

気
料
金
の
値
上
げ
も
避
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

日
本
共
産
党
は
指
摘
し
ま

し
た
。

　区
は
「
政
府
の
試
算
が

修
正
さ
れ
れ
ば
区
の
考
え

も
変
わ
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

　日
本
に
は
太
陽
光
・
太
陽
熱
・
風
力
・
バ
イ

オ
マ
ス
・
地
熱
・
水
力
・
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
世
界
で
も
珍
し
い
く
ら
い
、
き
わ
め
て
豊
富

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
ま
す
。
環
境
省
地
球
環

原
発
が
停
止
し
て
も

電
力
不
足
に
な
ら
な
い

原
発
が
停
止
し
て
も

電
力
不
足
に
な
ら
な
い

日
本
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
宝
庫

日
本
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
宝
庫

境
局
は
日
本
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
推

定
量
は
、
い
ま
稼
動
し
て
い
る
原
子
力
発
電
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
４
０
倍
以
上
に
な
る
と
し
て
お

り
、
区
も
こ
れ
を
認
め
ま
し
た
。

　す
で
に
日
本
全
国
２
０
０
ヶ
所
以
上
で
市
民

団
体
、
自
治
体
、
行
政
と
市
民
の
地
域
協
議

会
、
生
活
協
同
組
合
、
自
治
会
な
ど
が
「
共
同

発
電
所
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　長
野
県
飯
田
市
で
市
民
の
誰
も
が
参
画
で
き

る
仕
組
み
「
お
ひ
さ
ま
『
ゼ
ロ
』
円
シ
ス
テ
ム

（
初
期
投
資
ゼ
ロ
）」
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と

も
紹
介
し
、
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。
区
は
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
に
つ
い
て
区
の
環
境
基
本
計
画
の
中
に
記

載
し
て
着
実
に
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

市
民
共
同
発
電
所
づ
く
り
を
提
案

市
民
共
同
発
電
所
づ
く
り
を
提
案

―
稼
動
し
て
い
る
原
発
の
40
倍

　全国で５８市町村が、すでに自然エネ
ルギーで自給率１００％を超えています。
関東地方では群馬県片品村、六合村、神
奈川県山北町があります。
★東京スカイツリーでは地中熱を冷暖
房に利用しています。

自給率「100％」のまちがある

　
福
島
原
発
事
故
を
経
て
、
区
民
世
論
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
原
発
依
存
か
ら
の
脱
却
へ

と
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
原
子
力
発
電
所
の
危
険
性
を
指

摘
し
つ
つ
、
世
界
や
日
本
全
国
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
調
査
し
、
今
議
会
で

足
立
区
で
も
で
き
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
て
提
案
し
ま
し
た
。

　
福
島
原
発
事
故
を
経
て
、
区
民
世
論
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
原
発
依
存
か
ら
の
脱
却
へ

と
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
原
子
力
発
電
所
の
危
険
性
を
指

摘
し
つ
つ
、
世
界
や
日
本
全
国
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
調
査
し
、
今
議
会
で

足
立
区
で
も
で
き
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
て
提
案
し
ま
し
た
。

原発
ゼロへ足立でもできる自然エネルギーへの転換を足立でもできる自然エネルギーへの転換を
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足
立
区
は
、
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
・
住
区
セ
ン
タ
ー
に
続
き
、
つ
い
に
総

合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
な
ど
学
校
開
放
登
録
団
体
の
使

用
料
を
有
料
化
す
る
「
答
申
」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。　

　
学
校
開
放
と
は
、
区
内
全
て
の
小･

中
学
校
の
体
育
館
や
校
庭
な
ど
を
地

域
に
開
放
し
、
区
民
の
学
習
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
と
、
学
校
を

核
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
１
６
０
５
団
体
が
登
録
し
生
き
生
き
と
活
動
し
、
学
校
を
中
心
に
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
だ
す
要

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
有
料
に
な
れ

ば
団
体
に
よ
っ
て
は
年
間
１０
万
円

前
後
の
負
担
に
な
り
、
区
民
の
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
場
を

奪
い
、
地
域
の
絆
を
切
り
裂
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
現
に
こ
の
１０
年
間
の
相
次
ぐ
有

料
化
に
よ
り
、
区
内
の
い
く
つ
も

の
サ
ー
ク
ル
が
解
散
に
追
い
込
ま

れ
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
は
、
学
校
開
放
団

体
の
有
料
化
を
や
め
る
と
と
も
に
、

地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
や
住
区
セ
ン

タ
ー
の
使
用
料
を
も
と
に
戻
す
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

学
校
開
放
ま
で
有
料
に
!?

地
域
の「
絆
」を
き
り
さ
く
！

社会教育登録団体数
年
平成11年

使用料
免除

団体数
約930

免除から減額２分の１ 782
662
489

この時の施設使用料減免制度廃止理由は「スポーツ団
体は有料であり、公平性と受益者負担」であった。あ
まりにも大きな批判の声に「半額」にした

平成13年４月
平成16年10月
平成22年

　
区
教
育
委
員
会
は
、
２
０
０
９
年
に
「
こ
れ
か
ら

の
２５
年
を
考
え
る
適
正
規
模
（
小
学
校
１２
か
ら
２４
学

級
）・
適
正
配
置
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
今

後
統
廃
合
で
、
小
学
校
１２
校
、
中
学
校
８
校
、
合
計

で
２０
校
も
廃
校
に
し
て
い
く
計
画
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

　千
五
小
の
地
域
で
は
、
い
ま
「
千
寿

第
五
小
学
校
と
五
反
野
小
学
校
の
適
正

規
模
・
適
正
配
置
実
施
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
再
検
討
を
求
め
る
」
署
名
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　日
本
共
産
党
は
、
地
域
住
民
と
連
帯

　千
寿
第
五
小
学
校
も
、「
建
物
が
古
く
な
っ

て
お
り
、
学
校
規
模
も
小
規
模
が
続
い
て
い

る
」
と
い
う
口
実
で
、
五
反
野
小
と
の
統
廃

合
を
押
し
つ
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　実
際
は
、
子
ど
も

は
増
加
傾
向
で
区

の
い
う
小
規
模
校

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
平
成
20
年

に
校
舎
も
体
育
館

も
耐
震
改
修
を
し

た
ば
か
り
で
す
。

　さ
ら
に
、
地
域
や

保
護
者
の
代
表
で

構
成
す
る
千
五
小
の
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
協
議
会
」
が
統
廃
合
に
反
対
し
、「
統
合
地

域
協
議
会
」
へ
の
参
加
拒
否
を
決
議
す
る
と
、

教
育
委
員
会
は
自
ら
決
め
た
ル
ー
ル
を
破
り

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
協
議
会
を
飛
び
越
え

る
こ
と
も
あ
る
」
こ
と

を
表
明
。
何
が
何
で
も

統
廃
合
を
強
行
す
る
姿

勢
で
す
。

　こ
れ
が
子
ど
も
の
教

育
に
携
わ
る
教
育
委
員

会
の
や
る
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

　学
校
は
、
町
会
の
行
事
や
地
域
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
に
使
わ
れ
た
り
、
防
災
拠
点
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
地
域
の
宝
で
す
。

　そ
の
学
校
を
20
校
も
な
く
し
て
し
ま
う
こ

と
が
許
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

「
大
切
な
学
校
を
な
く
さ
な
い
で
！
」の

願
い
と
ど
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

「
大
切
な
学
校
を
な
く
さ
な
い
で
！
」の

願
い
と
ど
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

「
大
切
な
学
校
を
な
く
さ
な
い
で
！
」の

願
い
と
ど
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

日
本
共
産
党

　
日
本
共
産
党
は
、
少
人
数
学
級
が
実
現
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
と
き
、
学
校
は
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
学
校
が
地
域
の
防
災

拠
点
で
あ
り
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
複
合
的
な
役

割
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
、
地
域
の
絆
を
壊
す
統

廃
合
は
や
め
る
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

し
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
住
民
に
と
っ
て
「
大
切
な
学
校
を

な
く
さ
な
い
で
」
の
声
を
議
会
で
取
上

げ
、
統
廃
合
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
た
め

に
が
ん
ば
り
ま
す
。

20
校
も
廃
校
に
す
る
な
ん
て

20
校
も
廃
校
に
す
る
な
ん
て

20
校
も
廃
校
に
す
る
な
ん
て

自
ら
決
め
た
ル
ー
ル
を
破
っ
て
も

統
廃
合
を
強
行
!?

自
ら
決
め
た
ル
ー
ル
を
破
っ
て
も

統
廃
合
を
強
行
!?

自
ら
決
め
た
ル
ー
ル
を
破
っ
て
も

統
廃
合
を
強
行
!?

学
校
は
地
域
の
宝
・

　
　大
切
な
防
災
拠
点

学
校
は
地
域
の
宝
・

　
　大
切
な
防
災
拠
点

学
校
は
地
域
の
宝
・

　
　大
切
な
防
災
拠
点

これから

教育
委員会

　「学校選択制とい
う事で、近隣の学

校をいくつかまわり、私
なりに真剣に考え、千五
小を選びました。」

声

足立の教育足立の教育
おかしいぞおかしいぞおかしいぞ
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